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1　は　じ　め　に

キタネグサレセンチュウは，外観品質を損なう点で寒地・

寒冷地においても重要な害虫である。しかし，多犯性であ

り茎葉菜類・根菜類で線虫密度を増加させる作物が多いこ

と3㌧実用的に被害の少ない品種はないこと5’などから，

防除は比較的困難である。

近年，数種の対抗植物や防除薬剤の効果が確認さ

れ2）り・6）実用に移されているが，当然，経費や労力を要す

ること，線虫密度によって各々の対策の実用的効果が異な

ることなどから，事前に経済的な評価を行い適切な対策を

選択しなくてはいけない。そのためには，線虫の土壌中密

度を計測・診断し．被害を事前に予測することが必要になる。

キタネグサレセンチュウの土壌中密度とダイコンの被害

との関係については．すでに近岡ら（1968）をはじめいく

つかの研究・報告がなされているl〉・2…6－。しかし，北海

道・東北の夏どりから秋どりダイコンにおいての研究蓄税

が少ないことから，客観的な被害指捺，相関関係の説明に

適する回帰式を検討した。

2　試　験　方　法

（1）供試条件及びデータ数

岩手農試開場（腐植質果ポク土）おいて，1988年から

1990年までに栽培・調査されたデータ123個を用いた。品

種・作型は岩手青首・夏どり及び耐病総太り・秋どりであ

る。それぞれ，前年ないし作付前に防除薬剤または対抗植

物栽培の処理によって土壌中線虫密度に変動を与えた。

表2　線虫密度と寄生斑点数・被害程度の相関行列

（2）被害調査基準（表1）

被害程度はダイコン肥大根部の総寄生斑点数の達観調査

分類（d）によって行った。また，1990年は寄生斑点数

（C）を突刺した。線虫の捕捉はベールマン法により，室

温（20℃以上）・48～72時間条件で行い，線虫数は生土30

g当たり頭数で示した。

表1調査基準及び計測法

ダイコン月巴大根部の被害程度の基準 ダイコン肥大根

寄 生 斑 点 数

（C ）
被害程度

（d ）
肥大根全休の寄生斑点数

0 全く見られない 肥大根地下部表皮

0．5 5個以下 計測面積 ：5×5印

1 10個以下 2カ所／個体

2 100個以下 1区当たり

3 200～300個程度 20個体調査

4 500個以上

5 1，000個以上

3　試験結果及び考察

キタネグサレセンチュウの土壌中線虫密度（以下．線虫

密度と略）と被害の間には明らかな相関関係があり1）回帰

分析が行われているが】）・2）・4〉・6），年次・作型により回帰の

傾向が異なることl），線虫密度が高い場合の一貫したあて

はめを除外していること2）・4）などが課題である。

そこで，本報で線虫密度の変数変換を行ったところ，線

虫密度Ⅹに対しlog（X＋1）の（直感的な理解が容易であ

ることにより底を10，k＝0の場合に対応するためX＋1

とした）対数変数によって相関係数がやや向上することが
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明らかとなった。一方被害の程度の尺度については，寄

生斑点数Cと被害程度dにおいて，dを表1のとおり対数

的な尺度で設定したことから，当然Cの対数log（C＋1）

とdは高い相関があった。達観による被害分類値dと，椴

部の一部の寄生斑点数を突刺した実数値Cとの間で，線虫

密度との相関に差が認められなかったことから，被害の程

度を寄生斑点数という客観的な尺度で設定したいずれの調

査法を用いても良いものと判断できる。Cはより客観的で

ある点で，一方．dは調査が簡便である点で優れていた

（表2）。

1990年の2作型75個のデータを用いて，ダイコン作付前

線虫密度Xと寄生斑点数Cの間に危険率5％で次の線形関

係が成り立つ。「log（C＋l）＝a（log（X＋1））＋b」

ただし，a＝0．50±0．10．b＝0．48±0．18，R2＝0．53であ

る（図1）。また，1998年から1990年までの123個のデータ

を用いて，同Xと被害程度dとの問には次の線形関係が成

り立った。

「d＝A（log（X＋1））十b」ただし，a＝1．08±0．18．

b＝0．65±0．27，R2＝0．53である（図2）。
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図1　ダイコン作付前キタネグサレセンチュウ土壌中密度
とダイコン肥大根地下部の寄生斑点数の関係
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【凡例〕
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×1988年秋どり
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△1990年秋どり
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図2　ダイコン作付前キタネグサレセンチュウ
土壌中密度と被害程度の関係

また．この二つの図から，ll）夏どりと秋どりの作型では

高い線虫密度での被害程度が異なり，秋どりで披害が軽い

こと，（2）データのばらつきが大きいが，概括的に被害程度

の予測が可能なこと，（3）線虫密度が3頑／30g土では被害

程度が約1．5以下，9頑では1－2．30頑では1－2．5．そ

れ以上の線虫密度では被害程度が2～4である可能性が高

いこと，（4）線虫密度0でも軽微な被害が認められる場合が

あること（試料採取規模に起因する）が読み取れる。

ダイコン作付前線虫密度Ⅹと作付後線虫密度Ⅹ2の間に

はlog（Ⅹ2＋1）＝0．72（log（X十1））＋0．45（R2＝

0．6）の相関関係があることから，ダイコン栽培は低密度

では線虫密度を高め，高密度ではやや減らすことがわかっ

た。

4　ま　と　め

適切な対策の選択，圃場の選定などのため，線虫の土壌

中密度を計測・診断し，被害を事前に予測する方法を回帰

分析により検討した。被害程度の評価法としては，ダイコ

ン肥大板部の寄生斑点数にもとづく達観分類値と実計測値

で差はなかった。回帰式をもとに概括的に被害程度を推定

することが可能である。被害程度を1．5以下にするために

は，線虫密度が3頑／生土30g以下であることが必要であ

る。
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